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奈庁 隈 2022年（令和4年） 1 1月9日 水曜日

私たちに身近なあの藁はがん予防の救世主となるのか一。解熱

鎮痛剤として使われる「アスピリン」を継続的に服用することで、

這がん化の恐れがあるポリープを抑制できるかどうかを検証す

る臨床試験が、大詰めを迎えている。既に希少疾患を対象にした

匹で安全性と有効性が一定レベル確認されており、研究チーム

を主導する京都府立医科大の武藤倫弘教授（分子標的予防医学） ．

は「実用化されれば、がん対策の柱を現行の瑶ぅ療』から『予防』

へと転換させる起爆剤になり得る」と期待を寄せる。償ヰ鉄平）

大
腸
が
ん
で
死
亡
す
る
日
本

人
は
近
年
増
加
し
、

2
0
2
0

年
は
が
ん
の
部
位
別
死
亡
者
数

で
ワ
ー
ス
ト

2
位
と
な
全
全
り

1
7
7
8人
国
古
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
調
べ
）
に
違
す
る
な

ど
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。
府
立
医
大
の
武
藤
教
授
や

ー

、

10

年
代
か
ら
ア
ス
ピ
リ
ン
の
が
ん

予
防
効
果
を
確
か
め
る
臨
床
試

験
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

臨
床
試
験
の
対
象
は
、
国
内

に
約
7
千
人
の
患
者
が
い
る
と

さ
れ
る
家
族
性
大
腸
腺
腫
症

(
F
A
P
)
。
大
腸
が
ん
に
な

る
リ
ス
ク
が
極
め
て
高
い
遺
伝

性
疾
患
で
、
大
腸
の
粘
膜
に
1

0
0個
以
上
の
ポ
リ
ー
プ
が
で

き
る
。

20歳
前
後
で
大
腸
を
全

摘
出
す
る
こ
と
が
唯
一
の
治
療

法
と
さ
れ
、
患
者
負
担
の
大
き

さ
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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冦
府立医大 臨床試験大詰め
ポリープ抑制 30年までの薬事承認目指す

一
ン
・
ア
ロ
ー
幹
部
ら
に
つ
い
て

一
を
担
う
専
任
代
理
店
に
決
ま
っ

一
た
開
催
諏
要
計
画
の
修
正
案
を
市

PAP患者らもアスピリンを用
いた臨床試験の行方に関心を寄せ

る。患者や家族でつくる「ハーモ

ニー・ライン」ば阪府泉大津市）

代表の土井悟さん (73)は40代で
大腸にお①個以上のポリープがで

きているのが分かり、すぐに大腸

を全摘出した。手術後は排便回数

が増え、ひどい脱水症状に苦しめ

られる事態も頻発。病気や術後の

苦労を周囲に理解してもらえず、

生活の質向上つながる

患者や家族ら期待

職などでつらい思いを繰り返し
た。

土井さんは「PAPは大腸を全
摘出する以外に根本治療がない病

気。 もしもアスピリンでポリープ

の発生を抑制することができれ

ば、患者の大腸を今よりも長く湿

存できる可能性が広がる。生活の

質を向上させることにつながり、

自分としては夢のような話」と語
る。
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解
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剤
ア

大
腸
が
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武
藤
教
授
ら
は
、
大
腸
の
炎

症
が
ポ
リ
ー
プ
の
が
ん
化
過
程

9る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
着

目
。
臨
戻
m広
写
ほ
、

F
A
P

患
者
に
炎
症
を
抑
え
る
低
用
量

ァ
ろ
リ
ン
腸
溶
剤
を
服
用
し

ん
予
防
な
る
か

ス
ピ
リ
ン

゜2001年

て
も
ら
い
、
大
腸
ポ
リ
ー
プ
の

増
大
を
ど
れ
だ
け
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
か
検
証
し
た
。

農

層

は

既

に

2
回

g

れ
た
。
約
1
0
0人
が
8
カ
月

間
参
加
し
た
2
回
目
の
試
験
で

は
、
服
用
し
た
人
は
服
用
し
て

い
な
い
人
に
比
べ
て
大
曝
ホ
リ

ー
プ
の
増
否
約
6
割
抑
え
ら

れ
た
。
出
血
や
ア
レ
ル
ギ
ー
と

い
っ
た
副
ば
祖
懸
念
さ
れ
た

が
、
重
篤
な
影
響
は
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
。

最
終
段
階
と
な
る
3
回
目
の

臨
床
試
験
は
今
夏
、
保
険
診
療

と
の
佐
用
が
可
能
な
「
先
進
医20 11 
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